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橋
本
泰
元
先
生
は
、
埼
玉
県
の
真
言
宗
豊
山
派
の
寺
院
の
お
生
ま
れ
で
、一九
九
三
年
に
本
学
文
学
部
印
度
哲
学
科
助
教
授
、
二
〇
〇
〇
年
に
教
授
に
就
任
さ
れ
、
東
洋
学
研
究
所

に
は
本
学
着
任
後
す
ぐ
に
研
究
員
と
し
て
所
属
さ
れ
、
二
〇
一二
年
か
ら
二
〇
一四
年
に
か
け
て
は
東
洋
学
研
究
所
第
一八
代
所
長
を
務
め
ら
れ
、
研
究
発
表
会
、
講
演
会
の
開
催
、
紀

要
の
刊
行
な
ど
本
研
究
所
の
運
営
、
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
学
術
的
な
ご
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ゴ
ー
ラ
ク
ナ
ー
ト
語
録
研
究
な
ど
の
個
別
研
究
や
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
「
共
生
」

思
想
研
究
な
ど
の
総
合
研
究
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
国
立
バ
ナ
ー
ラ
ス
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
大
学
へ
留
学
さ
れ
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
化
研
究
所
や
外
務
省
の
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
講
師
を
務
め
ら

れ
、
ま
た
、
東
京
外
国
語
大
学
、
大
正
大
学
、
東
京
大
学
な
ど
で
非
常
勤
講
師
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
精
力
的
に
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

橋
本
先
生
の
ご
専
門
は
、
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
ヒ
ン
デ
ィ
ー
文
学
・
バ
ク
テ
ィ
思
想
で
あ
り
、
二
〇
〇
五
年
三
月
に
は
『
イ
ン
ド
中
世
民
衆
思
想
の
研
究
』（
二
〇
〇
六
年
ノ
ン
ブ

ル
社
、
全
五
八
二
頁
）
で
博
士
号
学
位
論
文
を
取
得
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
共
同
研
究
に
は
「
ヒ
ン
デ
ィ
ー
・
ウ
ル
ド
ゥ
ー
韻
律
の
リ
ズ
ム
構
造
の
解
明
│
ペ
ル
シ
ア
起
源
説
の
検
証
を
と

お
し
て
│
」（
二
〇
〇
八
年
〜
二
〇
一〇
年
科
研
費
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
ご
著
書
に
は
『
宗
教
詩
ビ
ー
ジ
ャ
ク
―
イ
ン
ド
中
世
民
衆
思
想
の
精
髄(

東
洋
文
庫)

』（
平
凡
社　
二
〇
〇
二

年
）
や
『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
事
典
』（
共
著
・
東
京
堂
出
版
二
〇
〇
五
年
）
他
多
数
が
あ
り
ま
す
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
そ
の
文
化
に
つ
い
て
宗
教
的
、
思
想
史
的
な
観
点
も
含
ん
だ
名
著

と
し
て
、
仏
教
を
通
し
て
日
本
文
化
の
基
層
に
も
影
響
を
与
え
た
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
水
脈
へ
と
つ
な
が
る
意
義
深
い
内
容
で
す
。

　

ま
た
先
生
の
御
活
動
の一つ
と
し
て
真
言
宗
豊
山
派
の
住
職
と
い
う
ご
経
歴
が
あ
り
ま
す
が
、一九
九
一
年
に
は
豊
山
教
学
振
興
会
賞
（
教
祖
部
門
）
を
受
賞
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
学

内
に
お
い
て
は
東
洋
大
学
伝
統
文
化
講
座
Ｔ
Ｄ
Ｂ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
が
く
聲
明
公
演
の
ご
担
当
責
任
者
と
し
て
真
言
宗
豊
山
派
迦
陵
頻
伽
聲
明
研
究
会
な
ど
に
よ
る
「
大
般
若
転

読
会
」
の
開
催
に
尽
力
さ
れ
、
学
問
の
み
な
ら
ず
教
育
の
現
場
で
も
、
豊
山
派
の
伝
統
あ
る
宗
教
的
文
化
行
事
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
人
柄
は
温
厚
こ
の
上
な
く
、
常
に
静
か

な
語
り
口
で
、
そ
の
内
側
に
は
豊
か
な
見
識
と
熱
意
を
隠
し
つ
つ
、
優
し
い
物
腰
と
誠
実
に
物
事
に
対
す
る
立
場
は
周
囲
を
引
き
付
け
て
や
ま
な
い
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
お
り
ま
す
。
ロ
シ

ア
の
研
究
者
が
突
然
東
洋
学
研
究
所
を
訪
問
し
た
折
な
ど
、両
者
は
英
語
の
会
話
を
突
然
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
に
変
え
て
議
論
を
つ
づ
け
る
な
ど
周
囲
を
驚
嘆
さ
せ
た
思
い
出
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
生
は
本
学
文
学
部
の
教
授
職
を
令
和
六
年
三
月
で
定
年
退
職
さ
れ
ま
す
が
、
来
年
度
以
降
も
本
研
究
所
の
客
員
研
究
員
と
し
て
研
究
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
後
輩
の
私
た
ち
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

橋
本
泰
元
先
生
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
三
月
一
日

東
洋
大
学 
東
洋
学
研
究
所
　
所
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田
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先
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